
342015.１月号

発
行
▼ 

高
島
市
　
　
編
集
▼ 

政
策
部
秘
書
広
報
課

〒
５
２
０-

１
５
９
２  

滋
賀
県
高
島
市
新
旭
町
北
畑
５
６
５
番
地

０
７
４
０
（
２
５
）
８
０
０
０
㈹

h
ttp
://w

w
w
.city.ta

ka
sh
im
a
.lg
.jp

t-in
fo
@
city.ta

ka
sh
im
a
.lg
.jp

121

平成27年

月号
180

1

不要になった広報誌は、「その他古紙」として
古紙回収日に出してください。

　新年明けましておめでと
うございます。いよいよ新し
い一年の始まりですね。

　一年の始まりと言えば、小学生の頃
は「新年の抱負」を作文で書いていた
なぁと、ふと思い出しました。私は絞
り出すようにいやいや書いていたので
すが、今になって考えてみると、目標
をもつことは日々を充実させるための
良いスパイスになると思います。
　皆さんもぜひ、自分にできる目標を
立ててみませんか？
　今年一年が、これまで以上に飛躍す
る年となりますように！　　　（E）

【 

平
ケ
崎
王
塚
古
墳 
】

　
今
津
町
日ひ
お
き
ま
え

置
前
・
酒さ
な
み波
の
字あ
ざ
境ざ
か
いに
所

在
す
る
「
平
ケ
崎
王
塚
古
墳
」
は
、
二

段
築
成
の
円
墳
で
、
墳ふ
ん
丘き
ゅ
うの
直
径
は
約

56
ｍ
、
高
さ
約
７
ｍ
、
墳ふ
ん

頂ち
ょ
う

部
径
約

18
ｍ
の
規
模
を
も
っ
て
い
ま
す
。
古
墳

の
周
囲
に
は
幅
約
12
ｍ
の
周
し
ゅ
う
濠ご
う
が
め
ぐ

り
古
墳
全
体
で
は
直
径
約
80
ｍ
で
、
平

地
に
築
か
れ
た
古
墳
と
し
て
は
県
下
で

も
最
大
級
の
も
の
で
す
。
高
島
の
古
墳

時
代
の
解
明
に
重
要
な
意
義
を
も
ち
、

「
二
つ
の
王
塚
」

「
二
つ
の
王
塚
」

近
江
の
古
代
史
の
研
究
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
遺
跡
と
し
て
、
昭
和
62
年
３

月
に
県
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

【 
田
中
王
塚
古
墳 

】

　
安
曇
川
町
田
中
の
泰
山
寺
野
台
地
の

東
端
に
所
在
す
る
「
田
中
王
塚
古
墳
」

は
、
継け
い
体た
い
天
皇
の
父
「
彦ひ
こ
う
し
の
お
う

主
人
王
」
陵

墓
参
考
地
と
さ
れ
、
宮
内
庁
の
管
轄
下

に
あ
り
ま
す
。
詳
細
な
調
査
は
行
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
帆ほ
た
て
が
い
が
た

立
貝
形
を
し
た
二
段

築
成
の
古
墳
で
、
全
長
約
72
ｍ
（
墳
丘

の
直
径
約
65
ｍ
）、
高
さ
約
10
ｍ
の
規

模
を
も
っ
て
い
ま
す
。
墳
丘
周
囲
に
は

埴は
に
わ
へ
ん

輪
片
や
川
原
石
が
み
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
墳
丘
上
は
埴
輪
や
葺ふ
き

石い
し

等
で
飾
ら

れ
て
い
た
も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
採
集
さ
れ
た
埴
輪
の
年
代
観
か
ら

５
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
頃
の
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

平ケ崎王塚古墳（今津町日置前）

▼
古
墳
が
語
る
古
代
高
島

　
二
つ
の
王
塚
古
墳
は
規
模
・
墳ふ
ん
形け
い
・

築
造
方
法
な
ど
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多

く
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
周
辺
に
は
直
径

10
～
20
ｍ
ク
ラ
ス
の
古
墳
群
が
み
ら

れ
、平
ケ
崎
王
塚・妙
み
ょ
う
見け
ん
山さ
ん
古こ

墳ふ
ん
群ぐ
ん
（
方

墳・円
墳
80
基
）、田
中
古
墳
群
（
方
墳・

円
墳
70
基
）
な
ど
の
一
番
北
側
に
位
置

し
て
い
る
点
も
共
通
し
て
い
ま
す
。

　
古
墳
の
築
造
時
期
は
、
平
ケ
崎
王
塚

古
墳
に
つ
い
て
は
出
土
遺
物
が
な
い
た

め
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
５
世
紀

前
半
説
と
後
半
説
が
あ
り
ま
す
。
前
者

の
説
を
と
れ
ば
、
高
島
の
ほ
ぼ
全
域
を

治
め
る
首
長
の
墳ふ
ん

墓ぼ

が
石
田
川
左
岸
か

ら
安
曇
川
右
岸
の
地
に
移
っ
た
と
す
る

考
え
方
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
他
方
、

後
者
の
説
を
と
れ
ば
、
高
島
の
北
と
南

に
二
大
勢
力
が
併
存
し
て
い
た
と
す
る

考
え
方
が
可
能
と
な
っ
て
き
ま
す
。

古
い
に
し
えの

高
島
を
語
る

　
高
島
市
内
に
は
、「
王
塚
」
の
名
前
を
も
つ
二
つ
の
大
型
古
墳
の
存

在
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。「
平へ

ケが

崎さ
き

王お
う

塚づ
か

古こ
ふ
ん墳

」と
、「
田た

中な
か

王お
う

塚づ
か

古こ

墳ふ
ん

」。

こ
れ
ら
二
つ
の
古
墳
が
語
る
古
代
高
島
を
た
ど
り
ま
す
。

　
▼
古
代
高
島
に
巨
大
勢
力
が
存
在

　
５
世
紀
と
い
う
時
期
に
、
そ
れ
ま
で

の
古
墳
の
規
模
と
は
隔
絶
し
た
大
型
古

墳
が
、
石
田
川
左
岸
や
安
曇
川
右
岸
の

地
に
突
如
出
現
し
た
事
実
は
、
在
地
の

豪
族
の
勢
力
が
こ
の
時
期
に
飛
躍
的
に

拡
大
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
み
る
の

か
、
そ
れ
以
外
の
勢
力
が
こ
の
地
域
に

な
ん
ら
か
の
目
的
を
も
っ
て
移
住
し
て

き
た
も
の
と
み
る
の
か
に
分
か
れ
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
時
期
に

大
型
古
墳
を
造
る
ほ
ど
の
勢
力
が
高
島

に
本
拠
を
置
い
た
こ
と
に
間
違
い
な
い

と
い
え
ま
す
。

文
化
財
課
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田中王塚古墳（安曇川町田中）


